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はじめに

背景
　生体情報として脳波は，脳の情報処理過程の評価指標として広く
用いられており，脳波の特性の中でもその周波数特性が学習，言語，
知覚などの認知過程と密接に関連することが示されている .

本研究の目的
簡易脳波計装着時の認知作業中における脳波と学習状態時の思考及
び記憶の関係性を分析することである．よって認知プロセス中の脳
波を測定し，採取した脳波と思考との関係や周波数特性を観察し，
学習状態と脳波の相関関係を検討する.
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簡易脳波計

MindSet

本研究では簡易脳波計と呼ばれる比較的安価で装着性の良い
NeuroSky 社のMindSet という脳波計を使用する．MindSet は脳波
の数値データを PC に送信する．

MindSetの特徴
・測定箇所：前頭葉 (国際 10/20 法 (Fp1))の一点のセンサー
・耳朶に基準点を設けている
・ドライセンサー型ＥＥＧモジュール
・センシングから解析までイヤーパッド内チップで行う
・ほとんどのプロセッサやＤＰＳで動作可能
・ＰＣへのデータ転送は Bluetooth 通信を用いる
・512Hz でサンプリング
・1 秒ごとに FFT(高速フーリエ変換)をかけて各周波数成分を抽出
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.脳波取得システム

データ取得
取得したデータに FFT (高速フーリエ変換)をかけて周波数成分を
抽出し，データをディジタル信号化して PC にデータを送信する．
これ以外にも送信されるデータがあり，poorsiglev(ノイズの強さ)・
e-sense メーター (NeuroSky 社独自の指標)である attention(集中度)
と meditation(瞑想度)もデータとして受け取ることが可能である．
FFT の際の各周波数成分範囲は表１のとおりである．

(a) 表１
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脳波状況と学習状態

α波β波の特徴
一般的にα波は安静時・覚醒時共に見られる波形だが，リラックス
状態時にはα波の振幅が大きくなり，反対に緊張時にはα波の振幅
が小さくなりβ波の出現が見られるなどの特徴がある．

実験の注意点
実験では各周波数帯パワースペクトルとセンサー感度を記録する．
解析する際の前提条件として,
センサー感度が一番良好の時のみしか解析を行わない.
５ Hz 未満のδ波とθ波にノイズが発生しやすいため，解析は省く.
筋肉や眼球の動きに大きく影響を受けるMidγ (41 – 49.75)も同様
に省く.
β波に近い為かγ波の中でも Lowγ波 (31 – 39.75)は影響は少ない
為，解析する．
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実験概要

認知課題
被験者が PC と向かい合った状態で椅子に座り，簡易脳波計を装着
した状態で指定の認知課題行う．そのときの脳波を脳波取得システ
ムにより逐次記録していく．認知課題は以下の通りです。
(実験 1).音楽鑑賞
(実験 2).算術的課題学習 (flash 暗算)

調査項目
・音楽鑑賞 3 種からのジャンルの好み
・自由計算時の取り組み方法
・計算と記憶の得意・不得意
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実験１

音楽鑑賞
３分間指定されたジャンルの音楽を鑑賞する．計測は開眼状態で行
う．鑑賞するジャンルは以下の通りである．

実験結果
表には各被験者のジャンルの好みの順位とα成分，β成分のスペク
トル平均，β/αの平均を記載する．図３には各被験者のジャンルの
好みの順位とβ/αの平均のグラフを示す．

(a) 表２ (b) 図３
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実験

算術的課題
・自由計算 (指示を与えず，各自自由に問題に取り組む)
・計算重視 (覚えずに表示された瞬間に順次計算する)
・記憶重視 (先に表示された 5 つの数字を覚えてから計算する)

実験結果 (自由計算)

被験者 A：基本的に計算重視，計算が間に合わない時のみ記憶して
計算する．
被験者 B：2番目の数字までは計算し，残りは記憶して計算する．
被験者 C：計算が簡単な数字のみを計算して，難しいと判断したら
記憶して計算する．
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実験２

実験結果 (自由計算)

表には【音楽鑑賞 (electronic)が好み，計算が得意】な被験者 A，
【音楽鑑賞 (classical)が好み，記憶が得意】な被験者 B，【音楽鑑賞 (
jazz)が好み，どちらも同じ位】な被験者 C の３名による β/α・
lowγの平均，分散をそれぞれ記載する.
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実験結果分析

まとめ
実験の結果，β/α成分を観察することによってストレスの度合い
や，瞬間的な思考をするための集中度を測る指標となると考えられ
る．また Lowγにおいては記憶しているのか度合いを測る判断基準
として有効であると考えられる．
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